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平成26年度 大栄経理学院 

第137回日商簿記検定試験 模範解答 

３３３３            級級級級 

 商 業 簿 記  
  
 

第1問  

  仕 訳  

 借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

１ 
当 座 借 越 80,000 現 金 150,000 

当 座 預 金 70,000   

２ 
租 税 公 課 5,000 現 金 6,000 

通 信 費 1,000   

 備品減価償却累計額 240,000 備 品 600,000 

３ 未 収 金 300,000   

 固 定 資 産 売 却 損 60,000   

４ 
当 座 預 金 179,000 受 取 手 形 180,000 

手 形 売 却 損 1,000   

５ 
仮 受 金 230,000 売 掛 金 200,000 

  前 受 金 30,000 

仕訳１組につき4点 合計20点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

第2問  

 総 勘 定 元 帳  

 売 掛 金  

1/ 1 前 期 繰 越 ( 479,000 ) 1/ 5 ( 諸 口 ) ( 76,000 ) 

3/11 ( 売 上 )  400,000  3/13 ( 売 上 ) ( 40,000 ) 

5/20 売 上 ( 341,000 ) 5/21 ( 売 上 ) ( 26,000 ) 

8/ 8 売 上  265,000  9/25 ( 現 金 )  539,000  

10/19 売 上  96,000  11/ 7 ( 受 取 手 形 ) ( 457,000 ) 

     12/31 次 期 繰 越 ( 443,000 ) 

  ( 1,581,000 )   ( 1,581,000 ) 

各日付につき2点 合計10点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 



第 137 回日商 3 級－模範解答－2 

 

 

 

第3問 

 残 高 試 算 表  

 平成26年5月31日  

借    方 勘 定 科 目 貸    方 

807,000 現 金  

316,000 当 座 預 金  

690,000 受 取 手 形  

580,000 売 掛 金  

286,000 繰 越 商 品  

650,000 備 品  

 支 払 手 形 100,000 

 買 掛 金 380,000 

 所 得 税 預 り 金 6,000 

 ( 未 払 金 ) 100,000 

 貸 倒 引 当 金 15,000 

 備品減価償却累計額 330,000 

 資 本 金 1,744,000 

 売 上 4,820,000 

3,173,000 仕 入  

750,000 給 料  

175,000 支 払 家 賃  

68,000 水 道 光 熱 費  

7,495,000  7,495,000 

 
    1つにつき3点 合計30点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

 

第4問  

取 引 借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

9/30 利払日 支 払 利 息 15,000 当 座 預 金 15,000 

12/31 
決算整理 支 払 利 息 7,500 未 払 利 息 7,500 

決算振替 損 益 22,500 支 払 利 息 22,500 

1/1 再振替 未 払 利 息 7,500 支 払 利 息 7,500 

各2点 合計8点 

(配点は、当学院の予想です) 
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第5問  

 精 算 表  

   

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 28,000      28,000  

現 金 過 不 足  1,000 1,000      

当 座 預 金 179,000  50,000    229,000  

定 期 預 金 900,000      900,000  

受 取 手 形 350,000   50,000   300,000  

売 掛 金 400,000      400,000  

売買目的有価証券 360,000   360,000     

繰 越 商 品 290,000  350,000 290,000   350,000  

建 物 1,500,000      1,500,000  

備 品 600,000      600,000  

支 払 手 形  276,000      276,000 

買 掛 金  341,000      341,000 

貸 倒 引 当 金  8,000  13,000    21,000 

建物減価償却累計額  900,000  45,000    945,000 

備品減価償却累計額  200,000  100,000    300,000 

資 本 金  2,618,000 87,000     2,531,000 

引 出 金 87,000   87,000     

売 上  5,279,000    5,279,000   

有価証券売却益  43,000  20,000  63,000   

受 取 利 息  1,000  1,080  2,080   

仕 入 3,145,000  290,000 350,000 3,085,000    

給 料 720,000    720,000    

支 払 地 代 990,000  90,000  1,080,000    

支 払 保 険 料 60,000   45,000 15,000    

消 耗 品 費 58,000   4,000 54,000    

  9,667,000 9,667,000       

( 未 収 金 )   380,000    380,000  

         雑 益    1,000  1,000   

貸倒引当金繰入   13,000  13,000    

減 価 償 却 費   145,000  145,000    

消 耗 品   4,000    4,000  

( 前払 )保険料   45,000    45,000  

( 未 払 ) 地 代    90,000    90,000 

         ( 未 収 ) 利 息   1,080 
 

  1,080  

当期純 (利益 )     233,080   233,080 

   1,456,080 1,456,080 5,345,080 5,345,080 4,737,080 4,737,080 

    1つにつき3点  

当期純利益の行 2点 合計32点 

(配点は、当学院の予想です) 
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【３級解説】 

第１問 

１．当座借越がある状態で当座預金口座への入金があったときは、当座借越を返済した残額が当座預金口座に入金され

ます。 

３．備品減価償却累計額：(￥600,000－￥0)×
5年

2年
＝￥240,000 

４．所有する手形を割り引いた際の割引料は、「手形売却損」勘定で処理します。 

５．内容不明の入金があった時は「仮受金」勘定で処理されています。入金の内容が判明した時点で仮受金を取り消し、

本来の勘定科目へ振り替えます。 

 

 

第２問 

各得意先元帳より、日付順に取引を考えていきます。仕訳は以下の通りです。 

1/ 5 ( 貸 倒 引 当 金 ) 32,000  ( 売 掛 金 ( 豊 前 ) ) 76,000  

 ( 貸 倒 損 失 ) 44,000       

3/11 ( 売 掛 金 ( 播 磨 ) ) 400,000  ( 売 上 ) 400,000  

3/13 ( 売 上 ) 40,000  ( 売 掛 金 ( 播 磨 ) ) 40,000  

5/20 ( 売 掛 金 ( 筑 前 ) ) 341,000  ( 売 上 ) 341,000  

5/21 ( 売 上 ) 26,000  ( 売 掛 金 ( 筑 前 ) ) 26,000  

8/ 8 ( 売 掛 金 ( 播 磨 ) ) 265,000  ( 売 上 ) 265,000  

9/25 ( 現 金 ) 539,000  ( 売 掛 金 ( 播 磨 ) ) 539,000  

10/19 ( 売 掛 金 ( 筑 前 ) ) 96,000  ( 売 上 ) 96,000  

11/ 7 ( 受 取 手 形 ) 457,000  ( 売 掛 金 ( 筑 前 ) ) 457,000  

 

 

第３問 

5月中の取引の仕訳は以下のとおりです。 

5/ 3 ( 仕 入 ) 103,000  ( 当 座 預 金 ) 100,000  

      ( 現 金 ) 3,000  

/5 ( 当 座 預 金 ) 50,000  ( 売 上 ) 450,000  

 ( 売 掛 金 ) 400,000       

/6 ( 貸 倒 引 当 金 ) 10,000  ( 売 掛 金 ) 10,000  

/9 ( 所 得 税 預 り 金 ) 6,000  ( 現 金 ) 6,000  

/10 ( 仕 入 ) 150,000  ( 受 取 手 形 ) 50,000  

      ( 買 掛 金 ) 100,000  

/13 ( 受 取 手 形 ) 330,000  ( 売 上 ) 330,000  

/14 ( 仕 入 ) 230,000  ( 前 払 金 ) 50,000  

      ( 買 掛 金 ) 180,000  

/18 ( 備 品 ) 100,000  ( 未 払 金 ) 100,000  

/20 ( 給 料 ) 150,000  ( 所 得 税 預 り 金 ) 6,000  

      ( 当 座 預 金 ) 144,000  
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/25 ( 支 払 手 形 ) 100,000  ( 当 座 預 金 ) 100,000  

〃 ( 水 道 光 熱 費 ) 17,000  ( 当 座 預 金 ) 17,000  

〃 ( 買 掛 金 ) 320,000  ( 当 座 預 金 ) 320,000  

/30 ( 現 金 ) 560,000  ( 売 掛 金 ) 660,000  

 ( 受 取 手 形 ) 100,000       

〃 ( 支 払 家 賃 ) 35,000  ( 当 座 預 金 ) 50,000  

 ( 資 本 金 ) 15,000       

 

 

第５問 

未処理事項 

１．約束手形について 

 ( 当 座 預 金 ) 50,000  ( 受 取 手 形 ) 50,000  

２．売買目的有価証券について 

 ( 未 収 金 ) 380,000  ( 売買目的有価証券 ) 360,000  

      ( 有 価 証 券 売 却 益 ) 20,000  

決算整理事項等 

１．現金過不足について 

 ( 現 金 過 不 足 ) 1,000  ( 雑 益 ) 1,000  

２．貸倒引当金の設定について 

 ( 貸 倒 引 当 金 繰 入 ) 13,000 * ( 貸 倒 引 当 金 ) 13,000  

受取手形と売掛金の期末残高の3％(￥21,000)を貸倒引当金として設定するため、決算整理前の貸倒引

当金残高￥8,000に￥13,000を繰り入れます。 

* (￥350,000－￥50,000＋￥400,000)×3％－￥8,000＝￥13,000 

３．売上原価の算定について 

 ( 仕 入 ) 290,000 *1 ( 繰 越 商 品 ) 290,000  

 ( 繰 越 商 品 ) 350,000 *2 ( 仕 入 ) 350,000  

仕入勘定残高(当期仕入高)に、期首商品棚卸高を加算し、期末商品棚卸高を減算することで売上原価を

算定します。 

*1  期首商品棚卸高：決算整理前試算表「繰越商品」勘定より 

*2 期末商品棚卸高：＠￥700×500個＝￥350,000 

４．減価償却について 

 ( 減 価 償 却 費 ) 145,000 * ( 備品減価償却累計額 ) 100,000 *1 

      ( 建物減価償却累計額 ) 45,000 *2 

*1 (￥600,000－￥0)÷6年＝￥100,000 

*2 (￥1,500,000－￥150,000)÷30年＝￥45,000 

５．引出金について 

 ( 資 本 金 ) 87,000  ( 引 出 金 ) 87,000  
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６．消耗品について 

 ( 消 耗 品 ) 4,000 * ( 消 耗 品 費 ) 4,000  

決算整理前試算表に「消耗品費」勘定(費用)が計上されているため、購入時に費用処理していること

が判明します。よって、決算時に未使用分を「消耗品」勘定(資産)に振り替えます。 

７．支払保険料について 

 ( 前 払 保 険 料 ) 45,000 * ( 支 払 保 険 料 ) 45,000  

支払家賃のうち、9ヵ月分(次期1/1～9/末)は次期の期間に対するものなので、当期の支払保険料から控

除し次期に繰り延べます。 

* ￥60,000×
12ヵ月

9ヵ月
＝￥45,000 

８．支払地代について 

 ( 支 払 地 代 ) 90,000 * ( 未 払 地 代 ) 90,000  

９．受取利息について 

 ( 未 収 利 息 ) 1,080 * ( 受 取 利 息 ) 1,080  

次期に受け取る予定の利息のうち、146日分は当期の経過期間に対するものなので、当期の受取利息と

して見越計上します。 

* ￥900,000×0.3％×
365日

146日
＝￥1,080 


